
ー 113 ー

歳　　　入

　　　　　平成29年度辰野町簡易水道特別会計歳入歳出決算書

款 項
  予　算　現　額
               円

 調　　定　　額
　　　　 　　　 円

 収　入　済　額
　 　　　　　　 円

  不 納 欠 損 額
　　　 　　　　 円

 収 入 未 済 額
               円

予 算 現 額 と 収 入
済 額 と の 比 較 円

簡易水道収入

事業収入

繰入金

他会計繰入金

繰越金

繰越金

町債

町債

歳　入　合　計

－ 113 －

△ 537,564

△ 537,564
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歳　　　出

款 項
 予　　算　　現　　額
　　　 　　        円

  支　　出　　済　　額
                    円

翌　年　度　繰　越　額
　　　 　 　　　　　円

不　　　　用　　　　額
　　　　　 　　　　 円

予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較 円

簡易水道費

簡易水道費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳　　出　　合　　計
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歳入歳出差引残額 円

平成３０年 ９月 ３日提出

辰野町長 武 居 保 男
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

簡易水道収入

事業収入

水道使用料

水道使用料

分担金及び負

担金

負担金

繰入金

他会計繰入金

他会計繰入金

一般会計繰入

金

繰越金

繰越金

繰越金

繰越金

繰越金

（繰越明許）

繰越金

町債 △ 7,000,000

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

町債 △ 7,000,000

簡易水道債 △ 7,000,000

簡易水道債

歳入合計 △ 4,992,000

21－01－01

－ 117 －

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額



ー 118 ー－ 118 －

歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

簡易水道費 △ 6,244,000

簡易水道費 △ 6,244,000

簡易水道総務 △ 6,244,000

事務費
賃金

需用費

委託料

使用料及び賃

借料

原材料費

負担金、補助

及び交付金

簡易水道総務

事務費（繰越

明許） 工事請負費

公債費

公債費

元金

償還金、利子

及び割引料

利子 △ 48,000

償還金、利子

及び割引料

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

予備費

予備費

予備費

予備費

逓次

明許

事故

歳出合計 △ 4,992,000 計

18－01－01

－ 119 －

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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（単位　千円）

１．歳　　　　 　　入　 　　　　　総　　 　　　　額
２．歳　　　　 　　出 　　　　　　総　　 　　　　額 滅菌室 室
３．歳　　入　　歳　　出　　差　　引　　額 配水池 池

配水管 ｍ
４．翌年度へ繰り越す 滅菌室 室
　　べき財源 配水池 池

配水管 ｍ
５．実          質          収          支         額 滅菌室 室
６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２ 配水池 池
　　の規定による基金繰り入れ額 配水管 ｍ

滅菌室 室
配水池 池
配水管 ｍ
滅菌室 室

１．公有財産 配水池 池
（１）土地 配水管 ｍ

滅菌室 室
配水池 池

水源池 ㎡ 配水管 ｍ
配水池 ㎡ 滅菌室 室

計 配水池 池
配水管 ｍ

（２）構築物

滅菌室 室
配水池 池
配水管 ｍ
滅菌室 室
配水池 池
配水管 ｍ

実質収支に関する調書

区                 分 金   　　 額
区　　分 単位

計

決算年度 決算年度
備考

現 在 高 中増減高 末現在高
前年度末

鴻ノ田
簡易水道

(1)継続費逓次繰越額
(2)繰越明許費繰越額

門前
簡易水道

(3)事故繰越し繰越額

鴻ノ田
簡易水道

上野
簡易水道

渡戸
簡易水道

財 産 に 関 す る 調 書 中之橋
簡易給水

施設

区　　分 単位
前年度末 決算年度 決算年度
現 在 高 中増減高 末現在高

備考 相ノ沢簡易
給水施設

穴倉沢飲料
水供給施設

備考
現 在 高 中増減高 末現在高

川上
簡易水道

下横川
簡易水道

区　　分 単位
前年度末 決算年度 決算年度
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歳　　　入

　　　　　平成29年度辰野町公共下水道特別会計歳入歳出決算書

款 項
  予　算　現　額
               円

 調　　定　　額
　　　　 　　　 円

 収　入　済　額
　 　　　　　　 円

  不 納 欠 損 額
　　　 　　　　 円

 収 入 未 済 額
               円

予 算 現 額 と 収 入
済 額 と の 比 較 円

分担金及び負担金

負担金

使用料及び手数料

使用料

手数料

国庫支出金

国庫補助金

県支出金

県負担金

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

町債

町債

財産収入

財産運用収入

歳　入　合　計

－ 121 －

△ 3,275,052

△ 3,275,052

△ 23,625,184

△ 22,995,184

△ 630,000

△ 945

△ 945

△ 247

△ 247

△ 644

△ 644

△ 367

△ 367

△ 26,902,439
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歳　　　出

款 項
 予　　算　　現　　額
　　　 　　        円

  支　　出　　済　　額
                    円

翌　年　度　繰　越　額
　　　 　 　　　　　円

不　　　　用　　　　額
　　　　　 　　　　 円

予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較 円

公共下水道費

公共下水道費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳　　出　　合　　計
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歳入歳出差引残額 円

平成３０年 ９月 ３日提出

辰野町長 武 居 保 男
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

分担金及び負

担金

負担金

下水道費負担

金

公共下水道費

負担金

公共下水道費

滞納繰越金

使用料及び手

数料

使用料

下水道使用料

下水道使用料 還付未済

14,636円

過年度下水道

使用料

手数料

下水道手数料

下水道手数料

国庫支出金 △ 7,330,000

国庫補助金 △ 7,330,000

社会資本整備 △ 7,330,000

総合交付金

社会資本整備

総合交付金

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

県支出金

県負担金

公共下水道事

業費県負担金

公共下水道事

業費県負担金

繰入金 △ 18,313,000

他会計繰入金 △ 13,330,000

他会計繰入金 △ 13,330,000

一般会計繰入

金

基金繰入金 △ 4,983,000

基金繰入金 △ 4,983,000

財政調整基金

繰入金

繰越金

繰越金

繰越金

繰越金

諸収入 △ 57,000

雑入 △ 57,000

07－02－01

－ 125 －

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

雑入 △ 57,000

雑入

町債 △ 48,000,000

町債 △ 48,000,000

公共下水道債 △ 48,000,000

公共下水道債

財産収入

財産運用収入

財産運用収入

財産運用収入

歳入合計 △ 7,092,000

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

公共下水道費 △ 7,092,000

公共下水道費 △ 7,092,000

公共下水道総 △ 866,000

務費
報酬

給料

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃

借料

原材料費

負担金、補助

及び交付金

償還金、利子

及び割引料

公課費

水処理センタ △ 2,799,000

ー管理費

01－01－02

－ 127 －

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

給料

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃

借料

工事請負費

原材料費

備品購入費

公課費

公共下水道事 △ 3,427,000

業費
給料

職員手当等

共済費

旅費

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃

借料

工事請負費

原材料費

積立金

公債費

公債費

元金

償還金、利子

及び割引料

利子

償還金、利子

及び割引料

予備費

予備費

予備費

予備費

03－01－01

－ 129 －

区　　分 金　　額 円
  事故繰越

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

逓次

明許

事故

歳出合計 △ 7,092,000 計

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越

（２） 構築物

前年度末 決算年度 決算年度

１．   現在高 中増減高 末現在高

２． （m） （m） （m）

３． 中央１号汚水幹線管渠 φ700 ㎜

（１） 　　　〃 φ400 ㎜

４． 翌年度へ繰り越 （２） 　　　〃 φ350 ㎜

すべき財源 （３） 　　　〃 φ300 ㎜

　　　〃　（水管橋） φ100 ㎜

５． 中央２号汚水幹線管渠 φ200 ㎜

６． 中央３号汚水幹線管渠 φ200 ㎜

中央汚水枝線管渠 φ250 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜

　　　〃 φ150 ㎜

1.公有財産 　　　〃 φ100 ㎜

（１） 土　地 　　　〃 φ　75 ㎜

前年度末 辰野汚水幹線管渠 φ400 ㎜

  現在高 　　　〃 φ300 ㎜

（㎡） （㎡） 　　　〃 φ250 ㎜

辰野水処理センター 　　　〃　（水管橋） φ255 ㎜

辰野中継ポンプ場 辰野汚水枝線管渠 φ200 ㎜

平出中継ポンプ場 　　　〃 φ150 ㎜

計 　　　〃 φ100 ㎜

辰野２号汚水幹線管渠 φ300 ㎜

　　　〃 φ250 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜

辰野２号汚水枝線管渠 φ200 ㎜

　　　〃 φ150 ㎜

　　　〃 φ100 ㎜

備　考歳           入              総             額

歳　　　　　出　　　　　　総　　　　　　額

実　質　収　支　に　関　す　る　調　書
(単位　千円）

区　　　　　　　　　　分 金　　　額

区　　　　　　分

歳　　入　　歳　　出　　差　　引　　額

継続費逓次繰越額

繰越明許費繰越額

事故繰越繰越額

計

実質収支額

実質収支額のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

財　産　に　関　す　る　調　書

区　　　　　　分

決算年度 決算年度

備　　　考中増減高 末現在高

（㎡）
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（２） 構築物

前年度末 決算年度 決算年度

１．   現在高 中増減高 末現在高

２． （m） （m） （m）

３． 中央１号汚水幹線管渠 φ700 ㎜

（１） 　　　〃 φ400 ㎜

４． 翌年度へ繰り越 （２） 　　　〃 φ350 ㎜

すべき財源 （３） 　　　〃 φ300 ㎜

　　　〃　（水管橋） φ100 ㎜

５． 中央２号汚水幹線管渠 φ200 ㎜

６． 中央３号汚水幹線管渠 φ200 ㎜

中央汚水枝線管渠 φ250 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜

　　　〃 φ150 ㎜

1.公有財産 　　　〃 φ100 ㎜

（１） 土　地 　　　〃 φ　75 ㎜

前年度末 辰野汚水幹線管渠 φ400 ㎜

  現在高 　　　〃 φ300 ㎜

（㎡） （㎡） 　　　〃 φ250 ㎜

辰野水処理センター 　　　〃　（水管橋） φ255 ㎜

辰野中継ポンプ場 辰野汚水枝線管渠 φ200 ㎜

平出中継ポンプ場 　　　〃 φ150 ㎜

計 　　　〃 φ100 ㎜

辰野２号汚水幹線管渠 φ300 ㎜

　　　〃 φ250 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜

辰野２号汚水枝線管渠 φ200 ㎜

　　　〃 φ150 ㎜

　　　〃 φ100 ㎜

備　考歳           入              総             額

歳　　　　　出　　　　　　総　　　　　　額

実　質　収　支　に　関　す　る　調　書
(単位　千円）

区　　　　　　　　　　分 金　　　額

区　　　　　　分

歳　　入　　歳　　出　　差　　引　　額

継続費逓次繰越額

繰越明許費繰越額

事故繰越繰越額

計

実質収支額

実質収支額のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

財　産　に　関　す　る　調　書

区　　　　　　分

決算年度 決算年度

備　　　考中増減高 末現在高

（㎡）
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前年度末 決算年度 決算年度 　　　〃　（水管橋） φ100 ㎜

  現在高 中増減高 末現在高 　　　〃　（水管橋） φ　75 ㎜

（m） （m） （m） １橋 １　橋

辰野２号汚水枝線管渠 φ　75 ㎜ 樋口汚水幹線管渠 φ300 ㎜

　　　〃　(圧送管） φ　50 ㎜ 　　　〃 φ250 ㎜

羽北汚水幹線管渠 φ450 ㎜ 　　　〃 φ200 ㎜

　　　〃 φ400 ㎜ 　　　〃 φ150 ㎜

　　　〃 φ250 ㎜ 　　　〃 φ100 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜ 　　　〃 φ　75 ㎜

新町・神戸汚水枝線管渠 φ400 ㎜ 樋口汚水枝線管渠 φ250 ㎜

　　　〃 φ200 ㎜ 　　　〃 φ200 ㎜

　　　〃 φ150 ㎜ 　　　〃 φ150 ㎜

　　　〃 φ　75 ㎜ 赤羽汚水幹線管渠 φ200 ㎜

　　　〃　(圧送管） φ250 ㎜ 　　　〃 φ150 ㎜

平出汚水幹線管渠 φ600 ㎜ 赤羽汚水枝線管渠 φ200 ㎜

　　　〃 φ500 ㎜ 　　　〃 φ150 ㎜

　　　〃 φ450 ㎜ 　　　〃 φ100 ㎜

　　　〃 φ400 ㎜ 　　　〃 φ  75 ㎜

　　　〃 φ350 ㎜ 　　　〃 φ  50 ㎜

　　　〃　（水管橋） φ300 ㎜ マンホールポンプ ４５ヶ所 ４５ヶ所

　　　〃 φ300 ㎜ グラインダーポンプ（宅内用含） ２３ヶ所 ２３ヶ所

　　　〃 φ200 ㎜ 水処理センター管理棟 ㎡ １　棟 １　棟

平出汚水枝線管渠 φ300 ㎜ 沈砂池棟 ㎡ １　棟 １　棟

　　　〃 φ200 ㎜ 分水槽 １　槽 １　槽

　　　〃 φ150 ㎜ 分配槽 １　槽 １　槽

　　　〃 φ100 ㎜ オキシディションディッチ ４　池 ４　池

　　　〃 φ　75 ㎜ 　　　〃 ２　池 ２　池

　　　〃 φ　50 ㎜ 最終沈殿地 ４　池 ４　池

　　　〃　（水管橋） φ200 ㎜ 　　　〃 ㎡ ２　池 ２　池

区　　　　　　分 備　考

　〃　（水管橋　L=13.8　W=2.0　m）

前年度末 決算年度 決算年度

  現在高 中増減高 末現在高 1.公有財産

（m） （m） （m） （２） 構築物

最終沈澱池上屋 ㎡ ２　棟 ２　棟 前年度末 決算年度 決算年度

〃 ㎡ １　棟 １　棟   現在高 中増減高 末現在高

塩素滅菌池上部屋 ㎡ １　棟 １　棟 （m） （m） （m）

塩素滅菌池 １　池 １　池 羽北国庫補助管渠 φ300 ㎜

汚泥処理棟 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ200 ㎜

汚泥濃縮槽 ２　槽 ２　槽 　　　〃 φ100 ㎜

汚泥貯留槽 ２　槽 ２　槽 　　　〃 φ　75 ㎜

辰野中継ポンプ場 ㎡ １　棟 １　棟 羽北町単管渠 φ200 ㎜

平出中継ポンプ場 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ150 ㎜

水処理センター事務棟 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ　75 ㎜

６ヶ所 ６ヶ所 　　　〃 φ　50 ㎜

マンホ―ルポンプ ５ヶ所 ５ヶ所

宅内用マンホールポンプ ２ヶ所 ２ヶ所

マンホ―ルポンプ非常用発電機 １ヶ所 １ヶ所

基　　金 （単位　千円）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

財　政　調　整　基　金

財　産　に　関　す　る　調　書

区　　　　　　分 備　考

羽北特定環境保全公共下水道事業分

区　　　　　　分 備　考

マンホールポンプ非常用発電機

区　　　　　分
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前年度末 決算年度 決算年度

  現在高 中増減高 末現在高 1.公有財産

（m） （m） （m） （２） 構築物

最終沈澱池上屋 ㎡ ２　棟 ２　棟 前年度末 決算年度 決算年度

〃 ㎡ １　棟 １　棟   現在高 中増減高 末現在高

塩素滅菌池上部屋 ㎡ １　棟 １　棟 （m） （m） （m）

塩素滅菌池 １　池 １　池 羽北国庫補助管渠 φ300 ㎜

汚泥処理棟 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ200 ㎜

汚泥濃縮槽 ２　槽 ２　槽 　　　〃 φ100 ㎜

汚泥貯留槽 ２　槽 ２　槽 　　　〃 φ　75 ㎜

辰野中継ポンプ場 ㎡ １　棟 １　棟 羽北町単管渠 φ200 ㎜

平出中継ポンプ場 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ150 ㎜

水処理センター事務棟 ㎡ １　棟 １　棟 　　　〃 φ　75 ㎜

６ヶ所 ６ヶ所 　　　〃 φ　50 ㎜

マンホ―ルポンプ ５ヶ所 ５ヶ所

宅内用マンホールポンプ ２ヶ所 ２ヶ所

マンホ―ルポンプ非常用発電機 １ヶ所 １ヶ所

基　　金 （単位　千円）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

財　政　調　整　基　金

財　産　に　関　す　る　調　書

区　　　　　　分 備　考

羽北特定環境保全公共下水道事業分

区　　　　　　分 備　考

マンホールポンプ非常用発電機

区　　　　　分
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歳　　　入

　　　　　平成29年度辰野町特定環境保全公共下水道特別会計歳入歳出決算書

款 項
  予　算　現　額
               円

 調　　定　　額
　　　　 　　　 円

 収　入　済　額
　 　　　　　　 円

  不 納 欠 損 額
　　　 　　　　 円

 収 入 未 済 額
               円

予 算 現 額 と 収 入
済 額 と の 比 較 円

分担金及び負担金

負担金

使用料及び手数料

使用料

国庫支出金

国庫補助金

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

町債

町債

財産収入

財産運用収入

歳　入　合　計

－ 135 －

△ 1,535,320

△ 1,535,320

△ 112

△ 112

△ 172,809

△ 172,809

△ 838

△ 838

△ 1,690,829
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歳　　　出

款 項
 予　　算　　現　　額
　　　 　　        円

  支　　出　　済　　額
                    円

翌　年　度　繰　越　額
　　　 　 　　　　　円

不　　　　用　　　　額
　　　　　 　　　　 円

予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較 円

特定環境保全公共下水
道費

特定環境保全公共下水
道費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳　　出　　合　　計
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歳入歳出差引残額 円

平成３０年 ９月 ３日提出

辰野町長 武 居 保 男
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

分担金及び負 △ 6,535,000

担金

負担金 △ 6,535,000

特定環境保全 △ 6,535,000

公共下水道費

負担金

特定環境保全

公共下水道費

負担金

特定環境保全

公共下水道費

滞納繰越金

使用料及び手

数料

使用料

下水道使用料

下水道使用料

過年度下水道

使用料

国庫支出金 △ 6,100,000

国庫補助金 △ 6,100,000

社会資本整備 △ 6,100,000

総合交付金

社会資本整備

総合交付金

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

繰入金 △ 3,064,000

他会計繰入金

他会計繰入金

一般会計繰入

金

基金繰入金 △ 3,064,000

基金繰入金 △ 3,064,000

財政調整基金

繰入金

繰越金

繰越金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

雑入

雑入

町債 △ 6,600,000

町債 △ 6,600,000

08－01－01

－ 139 －

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

特定環境保全 △ 6,600,000

公共下水道債

特定環境保全

公共下水道債

財産収入

財産運用収入

利子及び配当

金

利子及び配当

金

歳入合計 △ 18,892,000

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

特定環境保全 △ 19,492,000

公共下水道費

特定環境保全 △ 19,492,000

公共下水道費

特定環境保全 △ 809,000

公共下水道総

務事務 報酬

需用費

役務費

委託料

原材料費

負担金、補助

及び交付金

償還金、利子

及び割引料

公課費

特定環境保全 △ 11,580,000

公共下水道事

業費 需用費

委託料

工事請負費

原材料費

負担金、補助

及び交付金

01－01－02

－ 141 －

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

積立金

水処理センタ △ 7,103,000

ー管理費
給料

職員手当等

共済費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃

借料

工事請負費

原材料費

公課費

公債費

公債費

元金

償還金、利子

及び割引料

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

利子

償還金、利子

及び割引料

予備費

予備費

予備費

予備費

逓次

明許

事故

歳出合計 △ 18,892,000 計

03－01－01

－ 143 －

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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（２） 構築物

前年度末 決算年度 決算年度

１．   現在高 中増減高 末現在高

２． （m） （m） （m）

３． 小野１号汚水幹線管渠 φ350 ㎜ 内1/2が

（１） 辰野町分

４． 翌年度へ繰り越 （２） 　　　〃 φ300 ㎜ 〃

すべき財源 （３） 　　　〃 φ250 ㎜ 〃

　　　〃 φ150 ㎜ 〃

５． 　　　〃　（水管橋） φ200 ㎜ 〃

６． 　　　〃　（水管橋） φ150 ㎜ 〃

　　　〃　（共同管橋） φ150 ㎜ 〃

　　　〃　（水管橋） φ100 ㎜ 〃

非常用発電機 １ヶ所 １ヶ所 〃

1.公有財産 マンホールポンプ １１ヶ所 １１ヶ所

（１） 土　地 グラインダーポンプ（宅内用含） ６ヶ所 ６ヶ所

前年度末 小野汚水枝線管渠 φ150 ㎜

  現在高 　　　〃 φ100 ㎜

（㎡） （㎡） 〃(ダクタイル鋳鉄管） φ100 ㎜

内6/10が辰野町分 〃(ダクタイル鋳鉄管） φ　50 ㎜

内1/2が辰野町分 　　　〃 φ　30 ㎜

計 機械棟　地上２階地下１階 内6/10が

　　　　　　　　建築面積 ㎡ 辰野町分

汚泥貯留槽 ２　槽 ２　槽 〃

オキシディションディッチ ２　池 ２　池 〃

最終沈殿池 ２　池 ２　池 〃

塩素混和池 １　池 １　池 〃

主ポンプ井 1ヶ所 1ヶ所 〃

スクリーン室 ㎡ １　棟 １　棟 〃

１　棟１　棟

小野水処理センター

管渠・マンホールポンプ場用地

実質収支額のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

財　産　に　関　す　る　調　書

区　　　　　　分

決算年度 決算年度

備　　　考中増減高 末現在高

（㎡）

事故繰越繰越額

計

実質収支額

歳　　入　　歳　　出　　差　　引　　額

継続費逓次繰越額

繰越明許費繰越額

実　質　収　支　に　関　す　る　調　書
(単位　千円）

区　　　　　　　　　　分 金　　　額

区　　　　　　分 備　考歳           入              総             額

歳　　　　　出　　　　　　総　　　　　　額

前年度末 決算年度 決算年度

  現在高 中増減高 末現在高

最終沈殿池上屋 ㎡ １　棟 １　棟 内6/10が

辰野町分

塩素混和池上屋 ㎡ １　棟 １　棟

基　　金 (単位　千円）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

区　　　　　　分 備　考

区　　　　　分

財　政　調　整　基　金



ー 145 ー

前年度末 決算年度 決算年度

  現在高 中増減高 末現在高

最終沈殿池上屋 ㎡ １　棟 １　棟 内6/10が

辰野町分

塩素混和池上屋 ㎡ １　棟 １　棟

基　　金 (単位　千円）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

区　　　　　　分 備　考

区　　　　　分

財　政　調　整　基　金
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歳　　　入

　　　　　平成29年度辰野町農業集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算書

款 項
  予　算　現　額
               円

 調　　定　　額
　　　　 　　　 円

 収　入　済　額
　 　　　　　　 円

  不 納 欠 損 額
　　　 　　　　 円

 収 入 未 済 額
               円

予 算 現 額 と 収 入
済 額 と の 比 較 円

分担金および負担金

分担金

使用料及び手数料

使用料

財産収入

財産運用収入

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

町債

町債

歳　入　合　計

－ 147 －

△ 452

△ 1,789,891

△ 1,789,891

△ 452

△ 293

△ 293
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歳　　　出

款 項
 予　　算　　現　　額
　　　 　　        円

  支　　出　　済　　額
                    円

翌　年　度　繰　越　額
　　　 　 　　　　　円

不　　　　用　　　　額
　　　　　 　　　　 円

予 算 現 額 と 支 出
済 額 と の 比 較 円

農業集落排水事業費

農業集落排水事業費

水処理施設管理費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳　　出　　合　　計
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歳入歳出差引残額 円

平成３０年 ９月 ３日提出

辰野町長 武 居 保 男
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

分担金および △ 630,000

負担金

分担金 △ 630,000

農業集落排水 △ 630,000

事業費分担金

農業集落排水

事業費分担金

使用料及び手

数料

使用料

下横川地区水

処理施設使用

料

下横川地区水

処理施設使用

料

沢底地区水処

理施設使用料

沢底地区水処

理施設使用料

北部地区水処

理施設使用料

北部地区水処

理施設使用料

北部西地区水

処理施設使用

料

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

北部西地区水

処理施設使用

料

上横川地区水

処理施設使用

料

上横川地区水

処理施設使用

料

財産収入

財産運用収入

利子及び配当

金

利子及び配当

金

繰入金

他会計繰入金

他会計繰入金

一般会計繰入

金

基金繰入金

基金繰入金

財政調整基金

繰入金

05－02－01

－ 151 －

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　入

款 項 目 科 目 名 継続費及び繰 節 調 定 額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 備　　考

当初予算額 補正予算額 越事業費繰越 計 区　　分 金　　額
円 円  財源充当額 円 円 円 円 円 円 円

繰越金

繰越金

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

雑入

雑入

町債 △ 9,800,000

町債 △ 9,800,000

下水道事業債 △ 9,800,000

下水道事業債

歳入合計

予　　　　　　　算　　　　　　　現　　　　　　　額
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

農業集落排水

事業費

農業集落排水

事業費

農業集落排水

総務費
給料

職員手当等 11節から        

    16,000円流用
共済費

旅費

需用費 3節へ           

    16,000円流用

12節へ          

     8,000円流用
役務費 11節から        

     8,000円流用
委託料

使用料及び賃

借料

負担金、補助

及び交付金

積立金

公課費

水処理施設管

理費

01－01－01

－ 153 －

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

下横川地区水

処理施設管理

費 需用費

役務費

委託料

工事請負費

原材料費

負担金、補助

及び交付金

沢底地区水処

理施設管理費
需用費

役務費

委託料

負担金、補助

及び交付金

北部地区水処

理施設管理費
需用費

役務費

委託料

負担金、補助

及び交付金

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

北部西地区水

処理施設管理

費 需用費

役務費

委託料

原材料費

負担金、補助

及び交付金

上横川地区水

処理施設管理

費 需用費

役務費

委託料

負担金、補助

及び交付金

公債費

公債費

元金

償還金、利子

及び割引料

利子

償還金、利子

及び割引料

02－01－02

－ 155 －

区　　分 金　　額 円
  事故繰越

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別
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歳　　　出

翌年度繰越額

款 項 目 科 目 名 継続費及び 予備費支出 節 支 出 済 額 不 用 額 備　　考

当初予算額 補正予算額 繰越事業費 及 び 流 用 計
円 円 繰越額　円  増 減　　円 円 円 円 円

予備費

予備費

予備費

予備費

逓次

明許

事故

歳出合計 計

予　　　　　　　　　算　　　　　　　　　現　　　　　　　　　額
  継続費逓次繰越

  繰越明許費の別

区　　分 金　　額 円
  事故繰越
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　　　　　　　　実　質　収　支　に　関　す　る　調　書

（単位千円） （２）構　築　物

　　　　　　　　　　　　区　　　　　　　分 前年度末 決算年度中 決算年度末

１．歳　入　総　額 現在高（m） 増減高　 （m） 現在高 （m）

２．歳　出　総　額 幹線管渠　　　 φ　２００㎜

３．歳入歳出差引額 幹線管渠　　 φ　１５０㎜

（１）継続費逓次繰越額 圧送管　　　　 φ　　３０㎜

４．翌年度へ （２）繰越明許費繰越額 圧送管　　　　 φ　　５０㎜

　　繰り越すべき財源 （３）事故繰越繰越額 圧送管　　　 φ　　６５㎜

　　　　　　　計 圧送管　　　　 φ　　７５㎜

５．実質収支額 圧送管　　　　 φ　１００㎜

６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額 支線管渠　　　 φ　２００㎜

支線管渠　　　 φ　１５０㎜

　　　　　　　　財　産　に　関　す　る　調　書 支線管渠　　　 φ　１００㎜

１．公有財産 　 非補助管渠　 φ　１５０㎜

（１）土地 非補助管渠　 φ　１００㎜

前年度末 決算年度中 決算年度末 水管橋　　　　 φ　　８０㎜

現在高（㎡） 増減高　（㎡） 現在高　（㎡） 水管橋　　　　 φ　２００㎜

下横川水処理場 マンホールポンプ １３箇所 １３箇所

下横川管路施設 マンホールポンプ用発電機 ２箇所 ２箇所

辰野北部水処理場

辰野北部西水処理場 基　　金 （単位千円）

辰野北部西ﾎﾟﾝﾌﾟ施設 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

沢底水処理場

上横川水処理場

上横川ﾎﾟﾝﾌﾟ施設

区　　　　分 備　考

区　　　　分

財政調整基金

金　　　　額
　区　　　　　　分 備　　考
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